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要 約   

プロピルカルバマート骨格を有する殺菌剤である「プロパモカルブ塩  

酸塩」（CAS No．25606－41－1）について、各種試験成績等を用いて食品健  

康影響評価を実施した。   

評価に供した試験成績は、動物体内運命（ラット）、植物体内運命（ト  

マト、 ばれいしょ及びレタス）、土壌中運命、水中運命、土壌残留、作物  

残留、急性毒性（ラット及びマウス）、亜急性毒性（ラット及びイヌ）、  

慢性毒性（ラット及びイヌ）、慢性毒性／発がん性併合（ラット）、発がん  

性（マウス）、2世代繁殖（ラット）、3世代繁殖（ラット）、発生毒性（ラ  

ット及びウサギ）、遺伝毒性試験等である。   

試験結果から、プロパモカルブ塩酸塩投与による影響は主に多数の臓  

器における上皮空胞化であった。また、イヌでは主に夕べタムに認めら  

れた。神経毒性、発がん性、繁殖能に対する影響、催奇形性及び遺伝毒  

性は認められなかった。   

食品安全委員会は、ラットを用いた1年間慢性毒性試験の無毒性量である  

29．Omg／kg体重／日を根拠として安全係数100で除した0．29mg／kg体重／日を  

一日摂取許容量（ADI）と設定した。  

l r●J   



Ⅰ．評価対象農薬の概要  

1．用途  

殺菌剤  

2．有効成分の一般名  

和名：プロパモカルブ塩酸塩  

英名：prOpamOCarbhydrochloride（ISO名）  

3．化学名  

IUPAC  

和名：プロピル＝3－（ジメチルアミノ）プロピルカルバマート塩酸塩  

英名：PrOpyI3－（dimethylamino）propylcarbamatehydrochloride  

CAS（Ⅳ0．25606－41－1）  

和名：プロピル＝［3・－（ジメチルアミノ）プロピル】カルバマート塩酸塩  

英名：prOpyl［3－，（dimethylamino）propyl］carbamatehydrochloride  

5．分子量  

224．7  

4．分子式  

C9H21CIN202  

6．構造式  

HきC  

＼  

N－C臨・CHヱ・0も・m・CO10・CHユ・CH2・CIも・HCl  

／  

‡もC   

7’．隋発の経緯  

プロパモカルブ塩酸塩は、1978年にシェーリング社（現バイエルクロツプ   

サイエンス株式会社）により発見されたプロピルカルバマート骨格を有する殺   

菌剤である。作用機構は、病原菌の菌糸細胞膜に作用し、細胞内容物の漏出を   

引き起こすと考えられている。   

我が国では1989年にバイエルクロツプサイエンス株式会社により農薬登録   

が取得され、レタス、きゆうり等に使用されている。2005年にアリスタ ライ   

フサイエンス株式会社から、農薬取締法に基づく登録申請（新規：はくさい及   

びたまねぎ）がなされている。また、ポジティブリスト制度導入に伴う暫定   

基準値が設定されている。   

なお、基準値はプロパモカルブとして設定されているが、各種試験はプロ   

パモカルブ塩酸塩を用いて実施されている。  
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Ⅱ．安全性に係る試験の概要  

アリスタ ライフサイエンス社より提出された農薬抄録（2008年）及びバ   

イエルクロツプサイエンス社より提出された農薬抄録（2008年）を基に、   

毒性に関する主な科学的知見を整理した。   

各種運命試験［Ⅱ．1～4】は、プロパモカルブ塩酸塩のジメチルアミノプロ  

ピル基のカルバマート結合に隣接した炭素を14Cで標識したもの（14C－プロ  

パモカルブ塩酸塩）を用いて実施された。放射能濃度及び代謝物濃度は特に  

断りがない場合はプロパモカルブ塩酸塩に換算した。代謝物／分解物等略称  

及び検査値等略称は別紙1及び2に示されている。  

1．動物体内運命試験  

（1）吸収   

①血中濃度推移（i）  

SDラット（一群雌雄各4匹）に14C－プロパモカルブ塩酸塩を1または   

100mg／kg体重で単回経口投与し、血中濃度推移について検討された。  

血祭中放射能濃度推移は表1に示されている。検体は投与後、速やかに  

吸収され、雌雄とも0．88時間以内に最高濃度（Cmax）に達した。その後   

濃度は急速に減少し、投与12時間後には検出されなかった（1mg／kg体  

重投与群の雄のみ24時間後）。消失半減期（Tl／2）は約2時間であった。   

検体の血祭中濃度推移は投与量に依存し、100mg／kg体重投与群は1   

mg／kg体重投与群に比し、Cmaxで約100倍であった。（参照3）  

表1血渠中放射能濃度推移（i）  

投与量   1mg／kg体重  100mg／kg体重   

性別   雄   雌   雄   雌   

Tmax（時間）   0．81   0．81   0．88   0．5   

Cmax（pg／g）   0．25   0．20   24．5   23．7   

Tl／2（時間）   2．09   1．96   1．66   2．67   

②血中濃度推移（ii）   

SDラット（一群雌雄各3匹）に14C－プロパモカルブ塩酸塩を10また  

は1，000mg／kg体重で単回経口投与し、血中濃度推移について検討され  

た。   

血祭中放射能濃度推移は表2に示されている。   

プロパモカルブ塩酸塩は投与後、速やかに吸収され、戚堆雄とも3時間以  

内にCmaxに達した。10mg／kg体重投与群の雌におけるTl／2は43．0時間  

であり、他と比較すると長かった。本剤は、二相性の減衰を示すことが予  
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期間前半における速やかな消失よりも、試験期間後半における緩慢な消失  

を反映した結果であると推察された。その他の群では4．20～14．9時間であ  

った。（参照6）  

表2 血渠中放射能濃度推移（ii）  

投与量   10mg／kg体重  1，000mg／kg体重   
性別   雄   雌   雄   雌   

Tmax（時間）   0．5   0．5   3   3   

Tl／2（時間）   4．20   43．0   14．9   11．2  

注）Cmaxの値に関する記載なし  

（2）分布   

①分布（i）  

SDラット（一群雌雄各12匹）に14C－プロパモカルブ塩酸塩を1また   

は100mg／kg体重で単回経口投与し、体内分布試験が実施された。  

主要組織の残留放射能濃度は表3に示されている。  

吸収された放射能は、投与0＿75～3時間後にすべての組織に分布がみら   

れ、大部分の暴露は最大に達した。放射能は各組織に分布し、各組織にお   

ける放射能濃度に顕著な性差は認められず、血祭及び血液の濃度は同等で、   

腎臓及び肝臓に比較的高値を示した。（参照3）  

表3 主要組織の残留放射能濃度（けg／g）  
投与量   性別   Tmax付近（0．75時間後）   最終試料採取時間1）   

消化管（4．46）、肝臓（2．06）、腎臓  皮膚（0．36）、肝臓（0．07）、消化管  

（2．06）、肺（0．45）、副腎（0．41）、牌臓  （0．05）、肺（0．04）、脂肪（0，02）、心臓  

（0．39）、心臓（0．33）、筋肉（0．28）、血  （0．02）、牌臓（0．02）、腎臓（0．02）、副  

雄                    衆（0．25）、血液（0．24）、皮膚（0．22）、  腎（0．02）、脳（0．01）、精巣（0．01）、筋  
精巣（0．11）、骨（0．11）、脂・肪（0．10）、  肉（0．01）、血祭（＜0．01）、血液  

1  脳（0．02二）2）   （＜0．01）、骨（＜0．01）  

mg／kg体重  消化管（5．66）、肝臓（1．93）、腎臓  皮膚（0．11）、肝臓（0．06）、消化管  

（1．28）、牌臓（0．47）、皮膚（0．42）3）、  （0．06）、卵巣（0．06）、肺（0．04）、脂肪  

肺（0．41）、卵巣（0．35）、副腎（0．33）、  （0．03）、腎臓（0．03）、心臓（0．02）、牌  

雌                    心臓（0．31）、血祭（0．23）、血液  臓（0．d2）、脳（0．01）、副腎（0．01）、筋  
（0．23）、筋肉（0．20）、骨（0．13）、脂肪  肉（0．01）、骨（0．01）、血祭（く0．01）、  

（0．08）、脳（0．05）   血液（＜0．01）   

皮膚（195）2）、消化管（147）、副腎  皮膚（6．33）、副腎（3．72）、肝臓  
（96．5）、腎臓（72．9）2）、牌臓（31．9）、  （3．46）、消化管（2．79）、腎臓（1．00）、  

100   血祭（25．5）、血液（23．4）、肝臓  肺（0．91）、骨（0．70）、心臓（0．47）、精   

mg／kg体重  雄                     （21．3）、肺（20．6）2）、心臓（16．4）、骨  巣（0．37）、筋肉（0．28）、血液（0．21）、  
（12．4）、精巣（11．4）2）、脳（11．3）3）、筋  血衆（0．16）、脳（ND）、脂肪（ND）、牌  

肉（10．7）2）、脂肪（4．92）   臓（ND）   
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皮膚（12．9）、肝臓（3．86）、消化管  

（3．31）、副腎（3．15）、肺（1．05）、腎臓  

（0．94）、心臓（0．91）、骨（0．46）、筋肉  

（0．27）、血液（0．20）、血祭（0．16）、脳  

（ND）、脂肪（ND）、牌臓（ND）、卵巣  

（ND）  

腎臓（264）2）、皮膚（118）3）、副腎  

（85．9）2）、牌臓（80．0）、消化管  

（39．7）、卵巣（32．4）2）、肺（24．5）2）、脂  

肪（22．6）2）、血祭（20．9）、血液  

（18．9）、肝臓（17．0）、筋肉（15，7）2）、  

心臓（15．2）2）、脳（12．8）、骨（10．7）  

雌  

1）雌雄とも投与24時間後、2）投与3時間後、3）投与6時間後  
ND：検出されず   

②分布（ii）   

Wistarラット（一群雌5匹）に14C－プロパモカルブ塩酸塩を0．5mg／kg  

体重で単回経口投与、あるいは14C－プロパモカルブ塩酸塩を 0．5mg／kg  

体重／日で14または21日間反復経口投与し、体内分布試験が実施された。   

全組．織内残留量は低く、0．07～1．7％TARであった。単回投与群では、肝  

臓（0．026いg／g）及び消化管（0．026ドg／g）は他の組織及び臓器（0．0009  

～0．01911g／g）と比較して高い残留放射能濃度が認められた。反復経口投  

与1日後では、単回経口投与後と比較して皮膚（0．056トLg／g）及びカーカ  

ス1（0．048・ドg座）で高かった。反復経口投与21日後にはほとんどの組織  

及び臓器において組織中濃度は減少した。（参照4）  

③分布（iii）   

SDラット（一群雌雄各5匹）に14C－プロパモカルブ塩酸塩を10また  

は1，000mg／kg体重で単回経口投与、あるいは非標識体のプロパモカル  

ブ塩酸塩を10mg／kg体重／日で14日間反復経口投与後に同用量の14C－プ  

ロパモカルブ塩酸塩を単回経口投与、あるいは14C－プロパモカルブ塩酸  

塩を10mg／kg体重で単回静脈内投与し、体内分布試験が実施された。  

10mg／kg体重投与群では、いずれの投与法（単回経口投与、反復経口  

投与及び単回静脈経口投与）においても放射能分布は同様の傾向であった。  

組織中濃度は、他の組織及び臓器と比較すると肝臓で最も高く 0．1トIg／g  

以上の数値が認められた。1，000mg／kg体重投与群では、肝臓、腎臓（雌）、  

副腎、肺、腎脂肪、卵巣、消化管及びカーカスで1一喝／g以上の残留放射  

能濃度が認められた。性差は認められなかった。（参照5）  

④分布（iv）   

SDラット（一群雌雄各3匹）に14C－プロパモカルブ塩酸塩を10また  

は1，000mg／kg体重で単回経口投与し、体内分布試験が実施された。   

主要組織の残留放射能濃度は表4に示されている。   

両投与群とも投与放射能は速やかに広範な組織に分布し、速やかに減少  

「ご・【ノ・鵬  ∩ヰ～ワ∩⊥1亡I∧ けへ、L L T山、〔ト′r、－  し÷・▲⊥  ⊥ rl－、モ ＝りT †＝l†阜ヽ   
胆1／I駒  川閥¶占・よ凡人 ノ 向くV－1」ノノ～1上L〉／＼＿」（Lノ■  」▼ ノ ＼～′、■、 ■・■ 〉・．0  
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した。組織中濃度及び分布率に性差は認められなかった。組織中残留濃度  

の最高値は、10mg／kg体重投与群では雌雄とも投与30分後、1，000mg／kg  

体重投与群では主に雄で投与30分後、雌で投与1時間後に認められた。  

両投与群とも、肝臓、腎臓及び油化管の濃度は他の組織及び臓器と比較し  

て高い数値が認められた。両投与群ともカーカス及び消化管の分布率は他  

の組織及び臓器と比較して高い数値が認められた。（参照6）  

表4 主要組織の残留放射濃度（いg／g）  

投与量   性別   Tmax付近（0．5時間後）   最終試料採取時間2）   

腎臓（27．2）、消化管（21．9）、肝臓  消化管（0，83）、カーカス（0．22）、肝臓  

（21．2）、肺（6．57）、牌臓（6．25）、カーカ  

ス（4．51）1）、心臓（4．31）、筋肉 

雄         ．．、 血祭（3．え0）、副腎（2．86）、血液（2．85）、  
骨（1．61）、精巣（1．52）、腎脂肪（1．ま1）、  

10  眼（0．80）1）、脳（0．78）、甲状腺（0．76）   

mg／kg体重  腎臓（20＿4）、肝臓（20．3）、消化管  消化管（1－72）、カーカス（0．33）、骨  

（13．1）1）、肺（7．70）、牌臓（6．49）、心臓  （0．23）、肝臓（0．19）、肺（0．14）、腎増  

（4．96）、筋肉（4．25）、カーカス（4．07）、  

雌               副腎（3．07）、血衆（2．92）、血液（2．78・）、  
骨（2．26）、卵巣（1．56）、脳（1．30）、眼  

（1．19）   

投与量   性別   Tmax付近（1時間後）   最終試料採取時間4）   

消化管（6，240）1）、肺（2，650）、甲状腺  精巣（38，9）、カーカス（6．84）、腎脂肪  

（1，170）3）、腎臓（810）、肝臓（803）、腎  （6．39）、肝臓（5．70）、肺（3．68）、消化管  

脂肪（474）3）、牌臓（329）、副腎  （3．37）、甲状腺（2．59）、腎臓（2．51）、副  

雄                    （306）3）、カーカス（276）3）、筋肉  腎（1．98）、心臓（1．51）、牌臓（1．50）、骨  

（209）、精巣（205）3）、心臓（2－05）、脳  （1．07）、筋肉（1．02）、眼（0．58）、血液  

1，000  
（176）、骨（136）、血祭（106）、血液  

mg／kg，体重  
（101）、眼（9臥4）   

消化管（8，060）、腎臓（527）、肺（494）、  カーカス（13．2）、腎脂肪（6．82）、肝臓  

肝臓（398，）、腎脂肪（え95）、甲状腺  （5．78）、肺（4．31）、消化管（4．28）、腎臓  

（2．62．）、副腎（2．28）、．牌臓（2．14）、カー  （3．28）、牌臓（1．96）、副腎（1．95）、筋肉  

雌                    カス（150）、筋肉（120）、脳（107）、心  （1．62）、心臓（1．45）、骨（1．15）、眼  
臓（95．7）、骨（75．1）、血祭（64．2）、血液  （0．91）、卵巣（0．71）、血液（0．53）、血祭  

（59．9）、眼（54．0）、卵巣（33．2）   （0．26）   

1）投与1時間後、2）雌雄ともに投与48時間後、3）投与0．5時間後、4）雌雄ともに投与   
72時間後   

（3）代謝物同定・定量  

①代謝物同定t定量（i）  

SDラット（一群雌雄各12匹）に14C－プロパモカルブ塩酸塩を1また  

は100mg／kg体重で単回経口投与、あるいは非標識体のプロパモカルブ  

塩酸塩を1mg／kg体重／日で15日間反復経口投与した後に、同用量の14C・  

プロパモカルブ塩酸塩を単回経口投与し、代謝物同定・定量試験が実施さ  

れた。  
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最終投与後24時間の尿及び糞中代謝物は表5に示されている。   

尿中からは主要代謝物としてH及びBが、1mg／kg体重投与群で約25  

及び10％TAR、100mg／kg体重投与群で約13及び25％TAR認められた。  

これらを含めて合計9個の代謝物（B～J）が同定された。   

プロパモカルブ塩酸塩のラット体内における主要代謝経路は、〃脱メ  

チル化、窒素原子及び炭化水素鎖の酸化等であると考えられた。（参照3）  

表5 最終投与後24時間の尿及び糞中代謝物（％TAR）  

投与条件   性別  部位  親化合物   代謝物   

尿  
H（23．2）、B（10．0）、J（8．9）、C（6．3）、  

雄  D（3．5）、E（3．2）、G（1．7）  
1  

糞  
mg／kg体重  

H（1．1）、C＋G（0．4）、J（0．4）  

（単回）  尿  
H（25．6）、B（9．9）、C（5．8）、J（5．3）、D  

雌  （4．1）、E（2．7）、G（1．9）  

糞   0．4   H（1．2）、C＋G（0．8）、Ⅰ（0．7）、J（0．4）   

尿   3，0   
B（19．4）、H（13．8）、D（12．2）∴C＋G  

雄  
（6．3）、F（4．0）、E（1．7）、J（1．3）  

100  糞   
H（1．1）、C＋G（1．1）、D（0．3）、Ⅰ（0．3）、  

0．1  

mg／kg体重  
F（0．1）、J（0．1）  

（単回）  尿   
B（24．2）、D（12．3）、H（12．0）、F（5．2）、  

6．7  

雌  
C（4．4）、E（1．9）、G（1．5）、J（0．8）  

糞   0，4   
C＋G（0．9）、H（0．5）、F（0．3）、D（0．2）、  

Ⅰ（0．2）   

尿   0．1   
H（24．6）、J（8．5）、B（8．2）、C（4．7）、D  

雄  （2．4）、G（1．8）、E（1．4）  
1  

糞  
mg／kg体重／日  

H＋J（1．6）、C＋G（0．4）、Ⅰ（0．3）  

（反復）  尿  
H（25．7）、B（12．1）、C（6．4）、J（4．8）、  

雌  D（3．4）、E（1．3）、G（1．1）  

糞   0．1   H（1．3）、Ⅰ（0．7）、C＋G（0．6）、J（0．2）   

－：検出されず。   

②代謝物同定・定量（ii）   

SDラット（一群雌雄各4匹）に、14C－プロパモカルブ塩酸塩を1また  

は100mg／kg体重で単回強制経口投与、あるいはSDラット（一群雌雄  

各12匹）に非標識体のプロパモカルブ塩酸塩を1mg／kg体重／日で15日  

間反復経口投与した後に、同用量の14C・プロパモカルブ塩酸塩を単回経  

口投与し、投与後24時間の尿を用いて代謝物同定・定量試験が実施され  

た。   

尿中代謝物は表6に示されている。   

代謝物同定・定量試験（∋［1．（11）］では認められなかったK及びLが同  

定された。（参照3）  
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表6 尿中代謝物（％TAR）  

投与条件   性別   代謝物   

1mg／kg体重  雄   L（7．6）、K（4．2）  

（単回）  J堆   K（5．1）、L（5．0）   

100mg／kg体重  雄   L（4．3）、K（3．8）  

（単回）  雌   K（2．7）、L（1．8）   

1mg／kg体重／日  雄   L（7．7）、K（5．9）  

（反復）  雌   L（5．7）、K（5．1）   

③代謝物同定・定量（iii）   

Wistarラットに14C－プロパモカルブ塩酸塩を10mg／kg体重（雌5匹）  

または100mg／kg体重（雌3匹）で単回経口投与し、代謝物同定・定量  

試験が実施された。   

最終投与後24時間の尿における代謝物は表7に示されている。   

尿試料をTLC分析した結果、親化合物は10mg／kg体重投与群で  

3．3％TAR、100mg／kg体重投与群で15．9％TAR検出された。主要代謝物  

として両投与群からC及びNが検出された。100mg／kg体重／日投与群で  

は、B（3．7％mR）も認められた。その他には、10mg／kg体重／日投与群  

では原点に 20．8％TAR の放射能が認められた他、未同定代謝物質  

（UK－1～9及び12）が合計40．3％TAR検出された。また、100mg／kg体  

重／日投与群では原点に3．9％TARの放射能が認められた他、未同定代謝物  

（UK－卜8及びその他）が合計32．7％TAR検出された。（参照7）  

表7 最終投与後Z4時間の尿における代謝物（％TAR）  

投与量   親イヒ合物   代謝物   

原点（2．0．8）、N（之0．5）、UK一卜4（19．1）☆、C（15．2）、  
10  

3．3 UK－7（5．3）、UK一12．（4．8）、UK－5（3．9）、UK－8（3．0）、  
mg／kg体重   

UK－6（え．4）、UI（「9（1．7）、   

C（31．7）、N（12．2）、UK一卜4（5．1）☆」UX－6（4．5）、  
100  

mg／kg体重   
15．9      UK－8（4．5）、原点（3．9）、UK－7（1．4）、UK－5（1．1）、  

その他（19．8、そのうちBは3．7）  

★：UK－卜4は分離が悪く、それぞれのピークを同定・定量できなかった。   

④代謝物同定・定量（iv）   

Wistarラット（雌5匹）に14C－プロパモカルブ塩酸塩を50mg／kg体  

重／日で10日間反復経口投与し、代謝物同定・定量試験が実施された。   

尿中代謝物は表8に示されている。   

尿から30種類以上の放射性成分が検出され、そのうち8種類が同定及  

び定量された。親化合物は 4％TAR検出された。主要代謝物として C  

（26％TAR）が最も多く、次いでP（14％TAR）、D（13％TAR）、Q（10％TAR）  

が検出された。その他の代謝物（B、0及びK）は2～5％TARであった。  
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プロパモカルブ塩酸塩のラットにおける代謝経路は、プロピル基の水酸  

化による Cの生成及び環化によるDの生成、ならびに〟酸化によるD  

の生成する経路であると考えられた。（参照8）  

表8 尿中代謝物（％TAR）  

（9代謝物同定t定量（v）   

SDラット（一群雌雄各5匹）に14C－プロパモカルブ塩酸塩を10また  

は1，000mg／kg体重で単回経口投与、あるいは非標識体のプロパモカル  

ブ塩酸塩を10mg／kg体重／日で14日間反復経口投与後に同用量の14C－プ  

ロパモカルブ塩酸塩を単回経口投与、あるいは14C－プロパモカルブ塩酸  

塩を10mg／kg体重で単回静脈内投与し、代謝物同定・定量試験が実施さ  

れた。   

最終投与後24時間の尿中における代謝物は表9に示されている。   

尿試料をHPLC分析した結果、9種類のピークが認められ、親化合物  

及び4種類の代謝物が同定された。1，000mg／kg体重投与群での親化合物  

は19．3～21．0％TARで、10mg／kg体重投与群と比較して多く認められた。  

いずれの投与群においても主要代謝物としてC及びDが認められ、Cは  

13．5～23．8％TAR、Dは8．9～23．3％TAR認められた。10mg／kg体重投与群  

では1，000 mg／kg 体重投与群と比較して P が多く認められ、  

13．2～24．1％TAR検出された。また、1，000mg／kg体重投与群ではRが約  

3％TAR認められた。その他の4種類の未知物質は1，000mg／kg体重投与  

群で合計5．5～8．6％TAR、10mg／kg体重投与群で合計15．7～29．5％TARに  

相当した。   

プロパモカルブ塩酸塩のラットにおける代謝経路はプロピル基の水酸  

化によるCの生成及び環化によるPの生成、ならびにⅣ酸化によるDの  

生成する経路であると考えられた。（参照9）  
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表9 最終投与後24時間の尿中における代謝物（％TAR）  

投与条件   性別  親化合物   代謝物   

10  雄   0．8   P（24．1）、C（19．5）、D（14．7）  
mg／kg体重  
（単回経口）  雌   16．4   C（21．9）、D（18．4）、P（13．2）   

1，000  雄   21．0   D（23．3）、C（21．8）、R（3．8）、P（3．6）  
mg／kg体重  
（単回経口）  雌   19．3   C（20．9）、D（19．3）、P（2．8）、R（2．6）   

10  雄   1．8   P（21．2）、C（16．6）、D（8．9）  
血g／kg体重／日  

（反復経口）  雌   5．0   C（23．8）、P（22．6）、D（9．1）   

10  雄   11．4   P（17．0）、D（15．8）、C（13．5）  
mg／kg体重  

（単回静脈内）  雌   10．7   C（16．9）、P（16．0）、D（15．5）   

（4）排泄   

①排泄（i）  

SDラット（一群l唯雄各4匹）に14C－プロパモカルブ塩酸塩を1または   

100mg／kg体重で単回経口投与し、排泄試験が実施された。  

尿及び糞中排泄率は表10に示されている。  

尿中への排泄率は糞中排ラ世の約20倍以上であり、尿中への排泄が主要   

排う世経路であった。（参照3）  

表10 尿及び糞中排泄率（％TAR）  

投与量   1mg／kg体重  100mg／kg体重   

性別   雄  雌  雄  雌   

試料   尿☆  糞  カーカス  尿☆  糞  舟一オス  尿☆  糞  カーカス  尿★  糞  カーカス   

14C－プロパモ  

カルブ塩酸塩 
93．0  3．7  0．4  90＿8  5．5  0．7  86，9  4．3  0．8  92．6  3．3  0．7   

☆ケージ洗，浄液を含む。   

②排泄（ii）   

SDラット（一群雌雄各12匹）に非標識体のプロパモカルブ塩酸塩を1  

mg／kg体重で15日間反復経口投与した後に、同用量の14C一プロパモカル  

ブ塩酸塩を単回経口投与し、反復投与による排音世試験が実施された。   

最終投与後24時間の尿及び糞中排泄率は表11に示されている。   

尿中への排泄率は糞中排泄率の約20倍以上であり、尿中への排泄が主  

要排泄経路であった。投与終了後の排泄パターンは単回投与時とほぼ同様  

であり、最終投与後24時間で、尿、糞、カーカス及び組織の合計が雄で  

93．0％TAR、雌で94．2％TARの排泄が認められた。（参照3）  
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表11最終投与後24時間の尿及び糞中排泄率（％TAR）  

性別   
累積排泄率  

尿☆   糞   カーカス   合計★☆   

雄   87．0   3．8   1．1   93．0   

雌   87．8   4．5   1．2   94．2   
★：ケージ洗浄液を含む、…：尿、糞、カーカス及び組織の合計値   

③排泄（iii）   

Wistarラット（一群雌5匹）に14C－プロパモカルブ塩酸塩を0．5mg／kg  

体重で単回経口投与、あるいは14C－プロパモカルブ塩酸塩を 0．5 mg／kg  

体重／日で14または21日間反復経口投与し、排泄試験が実施された。   

尿及び糞中排泄率は表12に示されている。   

単回経口または反復経口投与1日後には86％TAR以上が排泄された。  

排泄パターンはいずれの投与群でもほぼ同様で、尿中が主要排泄経路であ  

った。予備試験において吸収率を算出したところ、97．0％であった。（参  

照4）  

表12 尿及び糞中排泄率（％TAR）  

単回投与群   反復投与群（14日間）  反復投与群（21日間）  反復投与群（21日間）  
（投与1日後まで）  （投与終了1日後まで）  （投与終了1日後まで）  （投与終了後21日まで）   

尿   87．4   87．3   84．8   83．2   

糞☆   2．5   3．9   3．1   3．3   

★：消化管内容物を含む。  

④排泄（付）  

SDラット（一群雌雄各5匹）に14C－プロパモカルブ塩酸塩を10また  

は1，000mg／kg体重で単回経口投与、あるいは非標識体のプロパモカル  

ブ塩酸塩を10mg／kg体重／日で14日間反復経口投与後に同用量の14C・プ  

ロパモカルブ塩酸塩を単回経口投与、あるいは14C－プロパモカルブ塩酸  

塩を10mg／kg体重で単回静脈内投与し、排泄試験が実施された。  

最終投与後72時間の尿及び糞中排泄率は表13に示されている。  

いずれの投与法でも排泄は速やかであった。主要排泄経路は尿中であり  

排壮経路及び排泄速度に性差は認められなかった。（参照5）  

表13 最終投与後72時間の尿及び糞中排泄率（％TAR）  

投与   単回投与群  単回投与群  
反復投与群  

単回静脈内   

条件  （10mg／kg体重）   （1，000mg／kg体重）  投与群   

性別   雄   雌   雄   雌   雄   雌   雄   雌   

尿   94．9   92．4   95．9   92．9   77．9  83．7  89．4  86．9   

糞   2．1   3．6   2．0   4．6   4，0  2．5   1．2   1．7   
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2．植物体内運命試験  

（1）トマト  

トマト（品種名：Shirley）に14C－プロパモカルブ塩酸塩を72．2kgai仏a   

（標準量処理区）または361kgai／ha（5倍量処理区）で作物を植え付け  

た枠内の土壌表面に33～38日間隔で4回散布、ならびに2．2kg ai／ha相  

当量（圃場使用量）をトマトの茎葉部に1回散布し、7～28日後に成熟果  

実を採取して、植物体内運命試験が実施された。土壌散布試験の試料とし  

て、2回目の土壌散布7日後の未成熟の茎葉部、4回目の土壌散布14～35  

日後の成熟果実が採取された。  

2回目の土壌散布7日後の茎葉部の残留放射能濃度は、標準量処理区で   

11．8mg／kg、5倍量処理区で69．4mg／kgであった。そのうち親化合物は、  

総残留放射能（TRR）の5％で、その他4種類の未同定代謝物（UK－ト4）  

が認められた。UⅨ一1が約 2ト2え％TRR で、その他の末同定代謝物は  

2ノ～9％TRRであった。  

標準量4 回目の土壌散布14 日後に収穫したトマト成熟果実からは、   

1．23mg／kgの残留放射能が検出された。親化合物は未検出で、UK－1が  

68．4％TRR、UK－2～6が0．5～3．6％TRR認められた。また、茎葉散布区の  

成熟果実では散布7日後に0．09mg／kg、28日後に0．27mg／kgの残留放   

射能が検出され、散布7日後に親化合物が少量（0．037mg／kg）検出され  

たが、代謝物は検出されなかった。  

トマトにおけるプロパモカルブ塩酸塩の代謝は、CO2の生成及び植物成  

分への取り込みであると考えられた。（参照10）  

（之）ぼれいしょ①  

ばれいしょ（品種名：一Deseree）に14Cプロパモカルブ塩酸塩を2．2kg   

ai／ha（標準量処理区）または10．8kg ai／ha（5倍量処理区）で、6回茎   

葉散布（8～11日間隔）し、植物体内運命試験が実施された。試料は、最   

終処理7日後に収穫された。  

洗浄した全塊茎部、皮及び果肉の総残留放射能濃度は、標準量処理区で   

それぞれ0．11、0．05及び0．02mg／kgであり、5倍量処理区でそれぞれ0．05、   

0．22及び0．28mg／kgであった。茎葉部及び根部の総残留放射能濃度は標   

準量処理区で77．9及び3．8mg／kg、5倍量処理区で428及び20．6mg／kg   

であった。標準量処理区の全塊茎中の残留放射能のうち、親化合物は   

2％TRR、UK－1が77％TRR、その他UK－3、4、5、7及び10が分離され、   

これらは最大でも6％TRRであった。UK－1は少なくとも3種以上の成分   

の混合物であると考えられた。茎葉部からも未同定代謝物が認められ、そ   

のうちUK－4、6及び7は末端プロピル基の水酸化、親化合物の脱メチル   

化及び〟酸化により生成される代謝物であった。（参照11）  
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